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ICS2.0について

※ ICS2.0 を使用するためには、ICS USBアダプター（No01106 ￥6300）が必須となります。
従来の ICS PCインターフェースは高速通信に対応していないため使用できません。

ICS2.0 とは、

従来の ICSに対して、拡張された上位規格として生まれたのが ICS2.0 です。
シリアル通信によるサーボ内の各種パラメータの変更が可能とした ICSですが、新たに次の点が拡張されています。

●従来2400bps の通信速度を高速化。115200bps による高速通信を実現。

●コマンドの一部として位置制御を実装。対応サーボでは、シリアル信号で位置制御が可能です。

●従来の内部パラメータの設定を細分化および拡張。

● ID管理によるマルチドロップ接続で32台の同時接続と設定をサポート。（実際には、電圧降
下など電源供給の問題を考慮する必要があります。）

通信速度 115200bps
ビット長 8bit
スタート 1bit
ストップ 1bit
フロー制御 無し
パリティ EVEN（偶数）

通信条件

送信側（PCまたはマイコンなどのコントロール側）で、受信されるデータは、まず最初に自分自信が送出したデータが受信され
ます。これは、ICSのインターフェースで送受信が結線されているためのエコーです。この後、ほとんどのコマンドでは、サー
ボ側は最初にコマンドをそのまま返した後で、内容のデータが送出します。

送信コマンドのループバック
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機能

解説

構成

TX 1 2 3
CMD POS_H POS_L

RX
1 2 ３ ４ ５ ６

送信コマンドのループバック CMD TCH_H TCH_L

CMD コマンドと ID　TXと RXは同じ値になります。

LSB
0～ 4 サーボの ID $00h(0) ～$1Fh(31)
5 ～ 7 ポジション設定コマンド #100xxxxxb
MSB

POS_H,POS_L サーボの設定舵角

LSB
0～ 6 設定舵角 (下位7bit)
7 0に固定
8～14 設定舵角 (上位7bit)
15 0に固定
MSB

サーボの舵角の範囲は0～16383とする。
舵角を16383に設定する場合、16383( $3FFFh) を 7bit づつに分割してPOS_Hに$7Fh、POS_Lに$7Fhをセットすること。
舵角に$0000hをセットすると、サーボが FREEになります

TCH_H,TCH_L 現在のサーボの舵角 (教示 )

LSB
0～ 6 教示舵角 (上位7bit)
7 0に固定
8～14 教示舵角 (下位7bit)
15 0に固定
MSB

ポジション設定コマンド サーボを動かす

ポジション設定

シリアルサーボでは、従来のPWM信号の場合のようなポジションキャプチャー専用のコマンドがありません。
動作位置を指定した場合の戻り値として現在の位置を返してきます。
現在の位置が不定の場合には、一旦フリーで指定してから位置を取得してから、希望位置に移動することで
安全な起動時の動作が可能です。

 3



 4

機能

構成

パラメータ読み出し

パラメータ読出コマンド 各種設定値を読み出す

TX 1 2
CMD SC

RX
1 2 62

送信コマンドのループバック EEPROM 58byte

解説

RX
1 2 3

送信コマンドのループバック CMD

RX
1 2

送信コマンドのループバック 

EEPROM

ストレッチ

スピード

CMD コマンドと ID　TXと RXは同じ値になります。

LSB
0～ 4 サーボの ID $00h(0) ～$1Fh(31)
5 ～ 7 パラメータ読出コマンド #101xxxxxb
MSB

SC サブコマンド $00h:EEPROM読込  $01: ストレッチデータ読込 $02h: スピードデータ読込
STRC ストレッチデータ 1(2) ～ 127(254)  カッコ内の数値はEEPROMの設定値
SPD スピードデータ 1(1) ～ 127(127)　カッコ内の数値はEEPROMの設定値
EEPROM EEPROMデータ参照
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機能

構成

パラメータ書込み

パラメータ書込コマンド　各種設定値を書き込む

RX
1 ... ｎ n+1 n+2 n+3

送信コマンドのループバック CMD SC STRC

TX 1 ２ 3 60
CMD SC EEPROM 58byte

解説

TX 1 ２ 3
CMD SC STRC

TX 1 ２ 3
CMD SC SPD

EEPROM

ストレッチ

スピード

SC サブコマンド $00h:EEPROM書込 $01: ストレッチデータ書込 $02h: スピードデータ
STRC ストレッチデータ 1(2) ～ 127(254)  カッコ内の数値はEEPROMの設定値
SPD スピードデータ 1(1) ～ 127(127)　カッコ内の数値はEEPROMの設定値
EEPROM EEPROMデータ参照

CMD コマンドと ID　TXと RXは同じ値になります。

LSB
0～ 4 サーボの ID $00h(0) ～$1Fh(31)
5 ～ 7 パラメータ書込コマンド #110xxxxxb
MSB

RX
1 ... ｎ n+1 n+2 n+3

送信コマンドのループバック CMD SC SPD

ストレッチ

スピード

RX
1 ... ｎ n+1 n+2

送信コマンドのループバック CMD SC

EEPROM
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機能

解説

構成

ID コマンド

ID コマンド シリアルサーボの IDを設定する

TX 1 ２ 3 ４
CMD SC SC SC

RX
1 2 3 ４ ５

送信コマンドのループバック R_CMD

CMD コマンドと設定する ID

LSB
0～ 4 SCが ID書込の場合は、書き込む IDをセットする $00h(0) ～$1Fh(31)　　SCが ID読込のときは

意味を持たない
5～7 IDコマンド #111xxxxxb
MSB

SC サブコマンド $00h:ID 読込 $01:ID 書込

R_CMD コマンドと設定後の ID

LSB
0～ 4 SCが ID書込の場合は、送ったときの IDがセットされる。

SCが ID読込の現在設定してある IDがセットされる。
5～7 IDコマンド #111xxxxxb
MSB

ID コマンドを使用する際は、必ず送り側とシリアルサーボを１対１で接続すること！
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機能

EEPROM

byte 設定範囲 出荷時の値 機能
1 $5Ah固定 $5A バックアップキャラクタ 上位4bit
2 バックアップキャラクタ 下位4bit
3 2,4…254 60 ストレッチゲイン１ 上位4bit
4 ストレッチゲイン１ 下位4bit
5

1,2,3…127 127
スピード 1上位4bit

6 スピード1下位4bit
7 1…10 1 パンチ 上位4bit
8 パンチ 下位4bit
9 1…5 2 デッドバンド 上位4bit
10 デッドバンド 下位4bit
11 1…50 2 ダンピング 上位4bit
12 ダンピング 下位4bit
13

10…255 250 プロテクションタイマー 上位4bit
14 プロテクションタイマー 下位4bit
15 ※ 1参照 0 フラグ 上位4bit ※ 1参照
16 フラグ 下位4bit ※ 1参照
17

3500…11500 11500

パルスリミット上限 上位バイト上位4bit
18 パルスリミット上限 上位バイト下位4bit
19 パルスリミット上限 下位バイト上位4bit
20 パルスリミット上限 下位バイト下位4bit
21

3500…11500 3500

パルスリミット下限 上位バイト上位4bit
22 パルスリミット下限 上位バイト下位4bit
23 パルスリミット下限 下位バイト上位4bit
24 パルスリミット下限 下位バイト下位4bit
25 1…255 200 脱力タイマー　一定時間PWMが無いときにOFFにするタイマー 上位4bit
26 脱力タイマー　一定時間PWMが無いときにOFFにするタイマー 下位4bit
27 2,4…254 30 ストレッチゲイン2 上位4bit
28 ストレッチゲイン2 下位4bit
29 1,2,3…127 127 スピード2 上位 4bit
30 スピード2 下位 4bit
31 2,4…254 15 ストレッチゲイン3 上位4bit
32 ストレッチゲイン3 下位4bit
33 1,2,3…127 127 スピード3 上位 4bit
34 スピード3 下位 4bit
35

1,2,3…127 127 スピード (SIO) 上位 4bit
36 スピード (SIO) 下位 4bit
37 2,4…254 60 ストレッチゲイン (SIO) 上位 4bit
38 ストレッチゲイン (SIO) 下位 4bit
39 変更禁止 変更禁止

出荷時に固体の補正データを書き込んでいます。
実際には、読み出したデータをそのまま書き込んでください。

40 変更禁止 変更禁止
41 変更禁止 変更禁止
42 変更禁止 変更禁止
43 変更禁止 変更禁止
44 変更禁止 変更禁止
45 変更禁止 変更禁止
46 変更禁止 変更禁止
47 変更禁止 変更禁止
48 変更禁止 変更禁止
49 変更禁止 変更禁止
50 変更禁止 変更禁止
51 変更禁止 変更禁止
52 変更禁止 変更禁止
53 変更禁止 変更禁止
54 変更禁止 変更禁止
55 190…220…250 220 オフセット　上位4bit
56 オフセット　下位4bit
57 0…31 0 ID 上位 4bit
58 ID 下位 4bit

LSB
0 リバース 0:OFF 1:ON
1 FREE 0:OFF 1:ON 読み込み参照のみ可
2 PCM 0:OFF 1:ON 読み込み参照のみ可
3 PWM禁止 0:OFF 1:ON
4～ 7 未使用 0に固定
MSB

※フラグの詳細

※3:PWM禁止設定は、ファームウエアアップ
デート後に有効です。
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ストレッチ・スピードの設定について
コマンドリファレンス上では、ストレッチ及びスピードのデータがいくつか存在します。このデータは、サーボがシリアル信
号でコントロールされるかPWM信号が使用されるかで、挙動が変わりますので注意が必要です。

PWMによる駆動の場合。

PWM信号で駆動される場合のストレッチ及びスピードの値は、起動時にはストレッチ1とスピード1の値が使用されます。 
動作中、値を切り換えるためには、キャラクタリスティックチェンジを使用してストレッチ2・ストレッチ3（スピード2・スピー
ド3）を切り換えます。 
PWM信号による動作中には、切り替えのみで設定そのものの変更はできません。ICSによる通信モードに入るためには、一
旦電源を切って再起動時の信号線をプルアップしておくことで ICSモード（シリアル通信）になります。

シリアル信号による駆動の場合。
シリアル通信＝ ICSの通信です。
シリアル通信によって動作している場合のストレッチとスピードの変更は、パラメータ書込みコマンドで行います。
このときに使用されるパラメーターは、メモリ上の値が変更されており、同時には、EEPROMの内容は変わりませんが、不
定期に、EEPROMのストレッチ（SIO）スピード（SIO) にバックアップされます。
シリアル通信モードで、起動した場合、最初にストレッチ1とスピード１の内容がストレッチ（SIO) とスピード（SIO) とメ
モリ上にコピーされて、この値が動作に使用されます。つまり起動時のデータはPWMと同じくストレッチ１（スピード１）
のデータが使用されることになります。



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for high quality pre-press printing. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later. These settings require font embedding.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308030d730ea30d730ec30b9537052377528306e00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /FRA <>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee575284e8e9ad88d2891cf76845370524d6253537030028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f0030028fd94e9b8bbe7f6e89816c425d4c51655b574f533002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c9069752865bc9ad854c18cea76845370524d521753703002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f300290194e9b8a2d5b9a89816c425d4c51655b57578b3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


